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ゲミレル島遺跡の墓域と墓の分布について
中 谷 功 治
1．はじめに ゲミレル島遺跡の概要（1）
ゲミレル島は東西が約 1,100 メートル，南北 400 メートルの小島である
（図 1参照）。島は南西部の山頂（標高約 100メートル：測量ポイント 29）か
ら東北東と北西の二方向に伸びる稜線によって，大まかに南側と北側の斜面の
区域に分けられる。
北斜面は概ね緩やかで，ほぼ全域が樹木で深く覆われている。住居と見られ
る建築物の遺構が多く確認できるのも島の北斜面である。これは，ゲミレル島
とその北側の陸地に挟まれた約 200メートルの水路が天候にかかわらず常に
穏やかな海面を約束しているのに呼応して，島の北斜面は冬期に南方から吹き
寄せる強風から守られていることに起因する。水路が比較的穏やかな状態にあ
るため，島の北側沿岸部には広く港湾施設（2）が展開している。ただし，島の
東端部を含む一帯は南側北側ともに岩盤がむき出しの断崖となっている。
これに対し外洋に面した南側は常に波風に晒されるため，急峻な崖となって
いる南西部や岩盤むき出しの東部を中心に，樹木さえまばらにしか存在しな
い。ただし，中央の緩斜面には比較的大きめの建造物が残っている。
注目すべきことに，ゲミレル島に存在する宗教関連施設の大半は，山頂から
延びる二つの稜線に沿って分布している。すなわち，北西へ延びる尾根の途中
に第 2聖堂 Church II，下りきった海岸近くに第 1聖堂 Church I がある。山
頂のすぐ東には第 3聖堂 Church III およびその関連施設があり，なだらかに
東へと下る稜線に沿っては廊下 Corridor が第 4聖堂 Church IV へと続いて
いる。第 2・第 3聖堂や廊下の周辺には墓域が広く展開しており，比較的平坦
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な第 4聖堂の東側にも，尾根の東端まで墓地や墓が点在する。
北斜面のほぼ中央部を長壁 Long Wall が東西に走っており，その西端付近
に第 2聖堂がある。また長壁の東側は，第 3聖堂から第 4聖堂へと尾根に沿
って下ってくる廊下と交差し，その南側にテラス状の段差を形成して終わって
いる。この長壁の北側にはかなり多くの建築物が確認され，第 2聖堂周辺か
ら第 4聖堂北側にかけて世俗的な住宅域を形成していたものと考えられる。
住宅域での水の需要に答えるため，島内に数え切れないほど存在する貯水槽の
中でも最大のものが，この長壁の南側に接して構築されている（Large Cis-
tern）。これに対し，長壁よりも標高の高い場所には建築物はまれとなる。北
斜面では第 2聖堂付近を除くなら，墓も 3基を数えるだけである。
島の南斜面には北側のような明確な区切りは見られないが，それでも墓は標
高の高い廊下付近を中心に点在し，住宅域はそれよりも低い場所に形成されて
いる。なお，南斜面の中央部の沿岸にも港湾施設が設けられていた可能性はあ
るが，長年の波浪によりはっきりとは確認できない。
第 2聖堂は長壁の西端に位置し，ちょうど北側斜面に展開する住宅域とよ
り標高の高い南側の墓域とを隔てる境界部分に建っている。同様に，第 4聖
堂もその北側にある住宅域と東側の比較的なだらかな尾根伝い点在する墓域の
間に位置している。これらに対し，島の山頂付近に位置する第 3 聖堂の場
合，付近に住宅域はなく，孤立したいくつかの墓と聖堂に関連する礼拝堂や廊
下を除いて，目立った建築遺構は存在しない。それゆえ，この聖堂を中心とし
て長壁と東西の墓域で区切られた場所が特別な聖域としての位置を占めていた
可能性があろう。
以上のようなゲミレル島における遺跡のあり方をふまえた上で（3），本稿で
はこの島に残る墓のタイプとその分布を中心に，墓が集中する墓域をも含めて
紹介し，いくらかの考察を行うことにする（4）。
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2．墓の分類
ゲミレル島に見られる墓は，大きく二つのタイプからなる。一つは岩盤を被
葬者の体格に合わせ縦長の棺状に掘り抜き，これに石板の棺蓋をしただけの竪
穴式の墓である（以後本稿ではこのタイプの墓を「竪穴墓」と呼ぶ）。縦穴は
原則としてはキリスト教の習慣にのっとり，西を頭に東西方向に作られている
ことが多いが，起伏の多い岩盤を穿つという条件下での制約もあり，それはあ
くまでも原則にすぎない。
もう一つのタイプは，このような竪穴の周囲に石造の壁面を四面作り，その
上にヴォールト天井を架けて構造体とした墓である。本稿では，こちらのタイ
プの墓を以後「ヴォールト型墓」と呼ぶことにする。ヴォールト型墓において
被葬者が複数名いる場合には，内部は複数に仕切られることが多い。竪穴の存
在を確認できない場合もある。また入り口は屋根の妻側に設けられていて，よ
うやく人が入れる程度の大きさで石造の引き戸が付いているが，現在では扉部
分が残っているものはない。ヴォールト型墓の場合，大きさは被葬者の人数に
あわせてかなり多様である。
なお，以上二つのタイプ以外にも，上部にドームをともなった墓が二ヶ所で
確認されており，岩盤壁を横向きに掘り抜いた「横穴墓」も一例ある。
ヴォールト型墓については，ゲミレル島の南西の小島，カラジャエレン島に
もやや小型ではあるが様々なヴァリエーションが多数見られる。さらに，ゲミ
レル島の北側，陸地側対岸に 1基，島の北西の入江ゲミレル・ビーチの南西
側にもいくつか確認できる。またエリュデニズ湾内の奥や現在のエリュデニズ
の観光地の中にも各 1基が残されている。以上に加えて，ゲミレル島からは
かなり南方に位置する，いわゆる「七つ岬」付近の遺跡にも類似の墓が見られ
る（5）。
同じく，竪穴墓についてもゲミレル島の周辺に存在が確認できる。ゲミレル
・ビーチの南西側のヴォールト型墓のそばに竪穴墓があり，カラジャエレン島
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の対岸の本土側に残る聖堂跡の南の岩盤丘の上にも確認されている。
3．墓の分布
墓はゲミレル島内のいくつかの地域に密集し，墓地ないし墓域を形成する場
合が多い。これら島内の墓地・墓域は，主に山頂や尾根などの丘陵地，そして
第 1聖堂以外の三つの聖堂の周辺に位置している。そこで本稿においては便
宜上，これらの群をなす墓について，第 2聖堂周辺を墓域 A，第 3聖堂周辺
と第 3聖堂から廊下に沿って斜面を下った一帯を墓域 B，第 4聖堂の周辺と
東側を墓域 C と呼ぶことにする。
また，各墓域に属する墓は，その立地によってさらにそれぞれ下位グループ
に分類する。そして一つ一つの墓には，この墓域とグループに従ってアルファ
ベットと 3桁の数字による通し番号を付与する。具体例をあげれば A 201と
は墓域 A，グループ 2の一番目の墓を意味する。なおこれらに加えて，第 3
聖堂の発掘の結果として発見された墓に関しては，墓域 B の 0グループとみ
なして B 0 xx として，番号をふっている。
まず，島内の墓の約半数は第 2聖堂付近に存在する（墓域 A）。これらの
内，第 2聖堂南側の崖下にあるものが 15基ある（グループ A 1 : A 101～A
115）。その内訳は，ヴォールト型 5，竪穴 9（写真 1），横穴 1（写真 2）であ
る。次に，第 2聖堂の東側，長壁の北側には 12の墓が確認できる（グループ
A 2 : A 201～A 212）。ヴォールト型が 8（写真 3 なお A 210北壁の下方に
墓碑銘がある）と竪穴が 4基。さらに，第 2聖堂の南東側，長壁の南には 33
基の非常に多くの墓が集まっている（グループ A 3 : A 301～A 333）。ヴォー
ルト型墓が 11基，竪穴墓が 22基である。
以上のように分類するのは，この墓域 A は平面図上では一つの墓地のよう
に見えるものの，実際にはかなり高低差があり，三つの領域相互のアクセスは
さほど容易ではないからである。
また，崖下の A 101以下の場合，竪穴墓の多くが崖に沿って穴が穿たれて
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いて，一部は接近することが困難であった。一方，長壁の北側にある墓はヴォ
ールト型が中心だといえる。特に A 209は島内でも最大級の規模で，島の最
東端近くにある C 301と同じ形式をとっている。その規模の大きさや竪穴を
伴っていないことから共同墓地である可能性が高く，納骨堂であったかもしれ
ない。この付近の竪穴墓はヴォールト型の側に寄りそうものが 1 基（写真
4），第 2聖堂のアプスのごく近くにあるもの 2基，他 1基である。
長壁の南側すぐには竪穴式が集中しており（写真 5），その南に調査隊が調
査機材の倉庫として活用した巨大な墓（写真 6：東側，北側，西側のそれぞれ
に独立した入り口と部屋を持ち，竪穴はない）をはじめとしたヴォールト型墓
が散在し，さらにそれら南には再び竪穴墓が分布している。
二つめの墓域は，山頂部を含む第 3聖堂の周辺である（墓域 B 1/B 2）。ま
ず島の南西側にある山頂付近（グループ B 1）に竪穴墓が 5基ある（B 101～
B 105：写真 7）。第 3聖堂の北側テラス（グループ B 2）の東端にドーム型の
墓が 1基（B 202：写真 8），そしてテラス外の北側斜面にヴォールト型が 1
基（B 201）存在する。なお北側テラスの西端には，同じくドーム状で壁面に
レンガを使用した正方形の建築物があるが，半壊したこの建物には明らかに入
り口とは別に窓が備わっているため墓とは考えにくい。
なお 1995年から 2002年に実施された第 3聖堂内の発掘にともない，より
後世の箱式石棺墓 7基，石蓋土壙墓 2基が確認されている（グループ B 0 : B
001～B 009，写真 9）。
第 3聖堂からはやや離れるが，廊下を挟んだ南北にも墓が確認できる。廊
下の北側に竪穴式が 2基ある（B 203, B 204）。ゲミレル島の存在する竪穴墓
のほとんどは，棺蓋が消失しているが，ここでは稜線部に十字架のレリーフを
ともなった大理石製の蓋が穴の付近に残っている（写真 10）。廊下の南側（グ
ループ B 3＝墓域 B 3）では，まずアプスに近い場所に孤立した竪穴墓（B
301：写真 11）があり，さらに廊下から少し離れて，崩壊が激しくかつ灌木
に被われているが，ヴォールト型墓と推測される建築物（B 305）が存在する。
墓が比較的まとまって存在する第三番目の場所が，長壁が廊下と交差して終
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了する地点付近から南斜面一帯である。墓は合計で 17 基ある（B 302～B
304, B 306～B 320）。その内竪穴は 4基のみで，多くはヴォールト型である
（写真 12, 13）。
四番目の墓域は第 4聖堂の東側の墓域 C で，聖堂アプスのすぐ東側（グル
ープ C 1）にヴォールト型の墓 5基（C 101～C 105：写真 14）が点在する。
さらに東側に少し離れた尾根の平坦部には 11基の墓が墓地を形成している
（グループ C 2 : C 201～C 211）。その内で最も第 4聖堂寄りに非常に目立つ
ドーム型の墓があり（C 211：写真 15），その他はすべてヴォールト型であ
る。なお，さらに尾根の東端に 6基の墓があり（グループ C 3 : C 301～C
306），その内の 2基が竪穴墓である。C 301（写真 16）は第 2聖堂東の A 209
と同じ形態を持っており，共同墓地と考えられ，場合によっては納骨堂の可能
性もある。墓関連では島で最大のヴォールト型建築物である。
その他に，島の南側斜面東に孤立して，ヴォールト型とそれに寄り添う形の
竪穴墓が各 1基ずつある。以上を合計すると，これまでに確認できた墓の数
は 124基となる。
4．おわりに
以上，本稿ではゲミレル島に残る墓の形態，大きさ，そしてその分布状態に
ついて可能なかぎり詳しく述べてきた。最後に，墓に関する調査において注目
される点についてまとめつつ，残された課題について触れておきたい。
まず，島に残る墓の 2類型，ヴォールト型墓と竪穴墓の関係について。墓
の分布状況からは，両者は混在しているというよりは，むしろそれぞれにまと
まって存在しているように見える。例えば，第 2聖堂の南東側の墓地とみな
しうる場所（グループ A 3）では，まず北側の長壁付近には竪穴墓が集中し，
その南には今度はヴォールト型墓がまとまり，そしてさらに南では再び竪穴墓
が集まる，といった具合である。同様の傾向は第 4聖堂の東側の墓域 C でさ
らに顕著に見られ，そこでは尾根の東端以外には竪穴墓は確認できない。
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けれども，以上のような分布上の傾向とは異なる現象も見られる。それは，
いくつかのヴォールト型墓において，そのすぐ側に明らかにそれとの関連性を
示す形で竪穴墓を伴う例が幾つかあるのである。このようなヴォールト型・竪
穴の墓のセットとしては，A 204, A 203と A 204, A 301と A 303, B 313と
B 316, B 314と B 317, D 101と D 102の 5例が確認できる。
ヴォールト墓については，前後に相対して，2つの入口が反対の方角に作ら
れているケースがいくつかある。本稿でも，墓の天井部分や壁面の残存状況に
応じて，適宜 1つの墓か 2つの墓か判断せざるをえなかった。以上と異なる
形をとるのが，B 303と B 304の左右に連続して一体化したヴォールト型墓
である。さらに，墓 B 303の正面北側の角は廊下のアーチ窓の中に食い込ん
でいる。このことからは，廊下の構築以前にすでにこの 2つのヴォールト墓
が存在していたと推測される。このように，墓の分布や位置関係を詳しく分析
するならば，往事におけるゲミレル島が辿った発展のプロセスの一端をうかが
うことも可能となるだろう。
その他にも，詳しく分析し検討を加えるべき特徴をもつ墓（あるいは葬制に
関連する建築遺構）が存在する。現状では 2基と少数ではあるが，それだけ
に目立つドーム状の墓の意味するところも不明である。とりわけ C 112につ
いては，一人を葬った墓としては非常に目立つだけに注目される建築物であ
る。同様に，東西に一カ所ずつ存在する巨大ヴォールト建築物 A 209, C 301
は，納骨堂のような役割も推測されるだけに，崩落した天井部分の石材を撤去
した上で，クリーニングないし発掘を行うならば，本来の機能が明らかとなる
かもしれない。
残念ながら，今回確認できた 124基すべての墓は盗掘されており，副葬品
などから埋葬者について明らかにすることは困難であり，墓のタイプからの時
期の特定も当面望めそうにはない。それでも，残存状況が良好で，かつ竪穴な
ど大半が土中にある墓を選んで精密な発掘調査を実施するならば，この島の墓
の性格や周辺地域の他の墓との対比が可能となるだろう。
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表 1 ゲミレル島墓データ（A：第 2聖堂付近／B：第 3聖堂付近／C：第 4聖堂東側／D：その他）
墓番号 種別 方位 奥行 幅 高さ 内長 内幅 深／内高 備 考
A 101 ヴォー ルト 北西 300 130 ？ 228 ？ ？ 屋根崩壊
A 102 竪穴 北西 － － － 165 50 ？ A 101の東側上，溝あり
A 103 竪穴 西南西 － － － 175 45＋ 71 溝あり
A 104 竪穴 北北西 － － － 210 60 37 溝あり，崖下
A 105 ヴォー ルト 北西 310 200 ？ ？ 155 ？ 竪穴 2
A 106 竪穴 南南東 － － － ？ 44 ？ A 105の西側，溝あり
A 107 竪穴 北東 － － － 160 60 84 崖下，割れた石蓋残る
A 108 竪穴 南東 － － － 185 65 57 崖下，溝あり，石蓋の残骸少し残る
A 109 ヴォー ルト 南 ？ ？ ？ 310 135 ？ 三連，屋根崩壊
A 110 ヴォー ルト 南 ？ ？ ？ 335 210 ？ 三連，屋根崩壊
A 111 ヴォー ルト 西 ？ ？ ？ 197 ？ ？ 三連，屋根崩壊
A 112 竪穴 － － － － － － － 崖の中腹，溝あり，到達不能
A 113 竪穴 西 － － － 180 45 ？ 崖の中腹，溝あり，石蓋半分残る
A 114 竪穴 北 － － － 180 50 45 崖の中腹，枠にモルタル痕
A 115 横穴 西南西 235 － － 190 125 ？ 崖の中腹，入口幅 52高 48厚 48
A 201 竪穴 西北西 － － － 175＋ 50 ？ 第 2聖堂南壁の南
A 202 竪穴 南西 － － － 158 47 ？ A 201と A 204の中間，溝あり
A 203 竪穴 西 － － － 200 56 ？ A 204の北側，溝あり
A 204 ヴォー ルト 西 317 312 390 190 218 246 長壁西登り口付近，竪穴 3，入口高 50幅 71
A 205 ヴォー ルト 西 445 ？ 170? 390 273 140 第 2聖堂東方，屋根崩壊，東隣に A 206
A 206 ヴォー ルト 東 391 302 195 240 178 156 屋根半壊，西隣に A 205，内壁北側にランプ台
A 207 ヴォー ルト 西 322 ？ ？ 230 266 ？ 屋根崩壊，A 209の北西，A 205の南側
A 208 ヴォー ルト 東 315 215 ？ 235 182 ？ 屋根崩壊，A 209の北東，A 206の南側
A 209 ヴォー ルト 東／西 1120 550＋ ？ 446−73 370−80 ？ 屋根崩壊，東西に大きな 2つの部屋
A 210 ヴォー ルト 西 321 210 ？ ？ 92 100 屋根半壊，竪穴 1，北側壁の下に銘文
A 211 ヴォー ルト東北東？ ？ ？ ？ 247 140 ？ 東より階段あり，竪穴 1
A 212 竪穴 西南西 － － － ？ 60? ？ A 211の東，樹木中に埋没
A 301 ヴォー ルト 南東 259 200 146 197 123 121 長壁西端と合体する，尖頭型屋根
A 302 竪穴 西南西 － － － 181 47 38? 長壁西端付近，崖の側，溝あり
A 303 竪穴 南西 － － － ？ 60 ？ A 301の前，溝あり
A 304 竪穴 西 － － － 177 42 45 ポイント 46の側，溝あり
A 305 竪穴 西南西 － － － 164 44 46 A 304の近く，溝あり
A 306 竪穴 南 － － － ？ 73 43 溝あり
A 307 竪穴 西南西 － － － 190 62 52 看板の側，溝あり，灌木の中
A 308 竪穴 北北西 － － － 171 46 47 A 309の側
A 309 竪穴 西南西 － － － 168 55 55 A 308の側，溝あり
A 310 竪穴 西 － － － 162 44 ？ 縦穴は大きな石で埋まる
A 311 竪穴 西 － － － 182 50 30? 溝あり，大半が埋没
A 312 竪穴 西？ － － － 183 63 ？ ほとんど埋没
A 313 竪穴 北西？ － － － ？ 50 ？ ほぼ完全に埋没
A 314 竪穴 西南西？ － － － ？ 65 ？ 溝あり，大半が埋没，灌木の中
A 315 ヴォー ルト 東北東 328 300 312 ？ ？ ？ 屋根崩壊，目立つ西壁以外は大半が崩壊
A 316 竪穴 北西 － － － 178 55 ？ A 315の南西，西側は崖，灌木の中
A 317 竪穴 西 － － － 250? 70 長壁近くの灌木の中，大半が埋没
A 318 ヴォー ルト 東北東 1104 556−69 298 445−55 245−302 298−305大きい墓で倉庫に転用，西・北側にも入口
A 319 ヴォー ルト 南西 340 377 ？ 213 260 ？ 屋根全壊，倉庫墓の西側
A 320 ヴォー ルト 東北東 970 540 ？ 410−16 342−84 ？ ほぼ全壊，倉庫墓の南側，西南西にも入口
A 321 ヴォー ルト東南東？ 600 300? ？ 521 247 ？ ほぼ全壊，倉庫墓の東側
A 322 ヴォー ルト 西南西 840 445 ？ 273/480 356/367 ？ 屋根崩壊，東西 2部屋，東側入口崩壊
A 323 ヴォー ルト 東北東 322 240 143 235 151 126 A 326と背中合わせ，入口崩壊，竪穴 1
A 324 ヴォー ルト 北西 278 195 ？ 180 121 122 屋根半壊，竪穴 2，入口幅 48厚 32
A 325 ヴォー ルト 西南西 430 325 ？ 350 224 ？ A 324と背中合わせ，屋根崩壊
A 326 ヴォー ルト 西南西 南 420 ？ ？ ？ ？ ？ A 337の北，ほぼ全壊，壁の一部のみ残る
A 327 竪穴 西 － － － 168 59 ？ ヴォー ルト墓地の南，縦穴周囲に構築物
A 328 竪穴 西 － － － 168 48 ？ A 328の南側
A 329 竪穴 西 － － － 150＋？ 62 ？ A 328の南東，埋没
A 330 竪穴 西 － － － 175 38 29? A 330の北東，埋没
A 331 竪穴 西南西 － － － 155? 36? ？ A 331の北側，埋没
A 332 竪穴 南西 － － － 165 45 ？ A 328の東，埋没，溝あり
A 333 竪穴 西南西 － － － 200 65 ？ A 327の南方，樹木の中
B 001 箱式石棺 西南西 － － － 180 30 30 第 3聖堂 南側廊
B 002 箱式石棺 西 － － － 167 37 35 第 3聖堂 身廊南東
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B 003 箱式石棺 西南西 － － － 147 40 30 第 3聖堂 身廊南東
B 004 石蓋土壙 西南西 － － － 197 47 21 第 3聖堂 身廊南東
B 005 箱式石棺 西南西 － － － 141 35 32 第 3聖堂 身廊南東
B 006 箱式石棺 西南西 － － － 187 38 29 第 3聖堂 身廊北東
B 007 箱式石棺 ？ － － － ？ ？ ？ 第 3聖堂 身廊中央西
B 008 石蓋土壙 西 － － － 197 48 31 第 3聖堂 身廊北中央
B 009 箱式石棺 西南西 － － － 140＋ 38 34 第 3聖堂 身廊北中央
B 101 竪穴 西南西 － － － 200 54 60 山頂南
B 102 竪穴 西南西 － － － 193 55 ？ 山頂南西，埋没
B 103 竪穴 西 － － － 180 57 41 山頂西，溝あり，B 104南側
B 104 竪穴 西 － － － 200 59 39 山頂西，溝あり，B 103北側
B 105 竪穴 西北西 － － － 173 53 ？ 山頂北西，溝あり，埋没
B 201 ヴォー ルト 東 349 285 200＋ 215 183 156 第 3聖堂北テラス外北西 3 m，屋根半壊
B 202 ドーム 西 ？ ？ ？ 297 280 325 北テラス東，入口高 60幅 135，外周約 13 m
B 203 竪穴 西南西 － － － 197 66−68 70 傍らに十字架付き棺蓋，溝あり
B 204 竪穴 北北西 － － － 180 40−43 53 B 203の側
B 301 竪穴 西 － － － 182 45−48 60 廊下第 2ドームの東南，溝あり
B 302 竪穴 西 － － － 180 60 62−70 溝あり，ポイント 33より約 3 m
B 303 ヴォー ルト 北 315 550 223 北 240 190 178 左の B 304と結合，廊下窓に食込む，後方岩盤
B 304 ヴォー ルト 北 － － － 南 212 190 225 右の B 303と結合，後方岩盤
B 305 ヴォー ルト 東？ ？ 250＋ ？ ？ ？ ？ 崩壊，東側の壁のみ残る
B 306 ヴォー ルト 東 231 215 ？ 180 130 ？ 引き戸入口幅 45高 58，縦穴 1，後方は岩盤
B 307 竪穴 南西 － － － 195 54 ？ B 306の南，溝あり，埋没
B 308 ヴォー ルト 西北西 423 298 210 297 207 210 長壁南角の前
B 309 ヴォー ルト 東北東 370 330 ？ 320 224 ？ B 308の南東，南壁（フレスコ）以外崩壊
B 310 ヴォー ルト 北東 300 172 ？ 170 76 ？ 後部岩盤，縦穴 1（蓋一部残），入口幅 52高 63
B 311 ヴォー ルト 南西 288 167 ？ 203 110 ？ ほぼ全壊，縦穴 1埋没
B 312 ヴォー ルト 東 370− 315 ？ 240 193 164 入口正面以外崩壊，竪穴 1，入口高 50幅 124
B 313 ヴォー ルト 北東 345 305 ？ 224 217 175 屋根崩壊，引戸幅 60，北側岩盤，竪穴 1
B 314 ヴォー ルト 東北東 349 254 222 220 170 189 引戸幅 56高 58，北側岩盤，竪穴 2
B 315 竪穴 西南西 － － － 211 75 ？ 廊下南側，B 302付近，埋没
B 316 竪穴 南西 － － － ？ 50 ？ B 313の北東側，溝あり
B 317 竪穴 南南西 － － － 183 56 43 B 314の北東側
B 318 ヴォー ルト 北東 315 210 ？ 201 110 45−50 南斜面住宅域付近，竪穴 1，入口幅 48高 58
B 319 ヴォー ルト 西南西 290 220 ？ 202 175 42−47 北側岩盤，屋根崩壊，内壁漆喰
B 320 ヴォー ルト 南南東 300＋ ？ ？ ？ 207 ？ B 301の南東，屋根崩壊，灌木中
C 101 ヴォー ルト 西 396 317 210 264 209 193 建物の下部は埋没
C 102 ヴォー ルト 南西 335 260 237 210 160 185 竪穴 1，引き戸
C 103 ヴォー ルト 西南西 490 345 225 367 234 227 入口崩壊，内部は手前と奥に仕切り
C 104 ヴォー ルト 北東 336 262 170＋ 237 172 175 竪穴 2，入口幅 121高 53
C 105 ヴォー ルト 北北東 351 274 ？ 235 210? ？ ほぼ全壊し埋没，入口確認可，第 4聖堂東
C 201 ヴォー ルト 東北東 335 295 225 211 176 198 ドーム墓の東，竪穴 2，引戸
C 202 ヴォー ルト 東北東 440 398 255 310 267 195 墓地の北側にあり目立つ
C 203 ヴォー ルト 西 377 310 182? 260 196 ？ C 202の東
C 204 ヴォー ルト 西 348 251 189＋ 225 160 183 C 203の南東，竪穴 2?
C 205 ヴォー ルト 西北西 625 397 256＋ 287−93 227−29 161 屋根崩壊，東側にも入口，二部屋（西二分）
C 206 ヴォー ルト 西北西 304 204 ？ 202 103 124 C 205の南，切妻屋根，入口高 60幅 50
C 207 ヴォー ルト 西 315 268 192 200 156 155 C 206の南，切妻屋根，入口高 53幅 52
C 208 ヴォー ルト 西 320? 225? ？ 195 129 ？ C 207南側，ほぼ全壊
C 209 ヴォー ルト 東 322 270 208 207 170 168 切妻屋根，竪穴 2,C 210の北側
C 210 ヴォー ルト 東 330＋ 234 ？ ？ ？ ？ C 209南側，ほぼ全壊
C 211 ドーム 南東 － － － － － 402 ドーム屋根，縦穴墓 190×90
C 301 ヴォー ルト北／南／東 1456 710 ？ 1370 585 ？ 尾根の東端，南北に 3部屋
C 302 ヴォー ルト 西 402 330 ？ 240 190 ？ C 301北側
C 303 ヴォー ルト 北西 340 240 ？ 230 130 190? C 301の東側
C 304 ヴォー ルト 南南西 355 185 190 235 104 ？ C 301の南東側，引戸，北側岩盤
C 305 竪穴 南西 － － － 175? 45 ？ 測量ポイント 21の東
C 306 竪穴 南南西 － － － 185 50−65 － C 304の北，C 303に隣接
D 101 ヴォー ルト 東 323 228 229 207 133 178 南側斜面の東に孤立，入口縦 58横 47奥 48
D 102 竪穴 南西 － － － 48 190? － C 401の西側，溝あり
注 1：「奥行・幅・高さ」はヴォー ルト型墓など構築物の外寸である。
注 2：「方向」は，墓の入口がある方位（ただし，竪穴墓の場合は棺の頭側の方位）である。なお，頭の方向が不明
瞭な場合が多い竪穴墓では，西側を標準方向とみなして判断した。
注 3：「内長・内幅・内高」は，竪穴墓の場合は「長さ，幅，深さ」となる。
注 4：寸法値に「＋」が付いている場合は，それ以上の意味である。
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注盧 ゲミレル島とその周辺地域の遺跡については，リキア地方ビザンティン遺跡調査
団による以下の予備調査報告を参照のこと。Shigebumi Tsuji（ed.），The Survey
of Early Byzantine Sites in Ölüdeniz Area（Lycia, Turkey），The First Prelimi-
nary Report『大阪大学文学部紀要』（35巻，1995年）。
盪 ゲミレル島の港湾施設については拙稿を参照。「ゲミレル島北岸の遺構について
－リキア地方における初期キリスト教遺跡－」『愛媛大学教育学部紀要（人文・
社会科学）』，31−2, 1999年，1−12頁。
蘯 より詳しくは拙稿「ゲミレル島遺跡の構造について－東地中海の初期キリスト教
遺跡調査から－」『人文論究』53巻 1号，2003年，43～57頁を参照。ただし，
墓についてのデータは，最新の調査・考察を踏まえて前稿から更新している。
盻 調査団の内で墓に関する調査を担当したのは建築測量班で，主に 2000 年から
2002年にかけて太記祐一・青木佑介・加藤耕一が中谷とともに作業を行った。
眈 Vincenzo Ruggieri, Il sito bizantino a Karacaburun e i“Sette Capi”（Licia）.
Rapporto preliminare 1997−1998, Orientalia Christiana Periodica 65, 1999,
pp. 279−305, plates 30, 31, 33, 34.
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